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書家で「いのちの詩人」とも呼ば

れている相田みつをさんの詩です。

２５歳で子どもを産んだとすると、

１０代前は２５０年前。１７６０年

ころは、江戸時代中期。徳川吉宗、

田沼意次、杉田玄白、平賀源内等が

活躍していた時代だそうです。

２０代前は５００年前。足利氏に

よる室町幕府も終わりに近づき、戦

国時代になるころです。

そんな昔に、自分の命にかかわる人

がそんなに大勢いることに、改めて

驚きます。

● 自分の生命は、過去の祖先から

の受け継いできたものであること

● 自分の生命は、未来の人に受け

継いでいかなければならないこと

等、大切なことに気づかされます。

過去、どこかでバトンが渡されなかったならば、今とそっくり同じ自分は

いないはずです。数え切れない人々がバトンをつなげてきてくれたからこそ

ある今の自分の命。その間の命に、重い命と軽い命、よい命と悪い命など、

違いがあるはずはありません。全部が輝く、なくてはならない大切な命なの

です。この「キラリ輝くこの子のために」は、子どもによって、優れた子と

そうではない子がいるのでなく、一人ひとりが大切な命を輝かせなければな

らないという思いで書いてきたものです。

リレーで、自分が「バトン」をもらったら、どんなことに気をつけますか？

だれもが、バトンを落とさないようにしっかりと握り締め、一

生懸命走るでしょう。自分だけのものでない命に感謝し、次の命

につなげるために、精一杯生きているのが、今の私たちです。

そして、自分の生命と同じように他人の生命を大切に思い、自分の「いの

ち」のありがたさ、生きていることのすばらしさを感じていきたいものです。

キラリ輝くこの子のために(27)続々

自分の番 いのちのバトン

相田みつを

父と母で二人

父と母の両親で四人

そのまた両親で八人

こうしてかぞえてゆくと

十代前で、千二十四人

二十代前では―？

なんと、百万人を超すんです。

過去無量の

いのちのバトンを

受けついで

いま、ここに

自分の番を生きている

それがあなたのいのちです。

それがわたしのいのちです。


